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(13) 試料等の保存及び使用方法について 

組織サンプル、血液サンプル、尿サンプルとも分析されるまでは、京都府立医科大学泌尿

器科研究室において-80℃にて凍結保存されます。組織サンプルより RNA を、血液サンプ

ルおよび尿サンプルよりプラスミド DNA を分離した後に分析いたします。 

 

(14) 研究終了後の試料等の保存、使用又は廃棄の方法について（他の研究への利用の可能性と

予測される研究内容を含む） 

あなたの血液などの試料は、原則として本研究のために用いさせていただきます。しかし

ながら、もし、あなたが同意してくだされば、将来の研究のための貴重な資源として研究終

了後も保管させていただきたいと思います。この場合も(9)で説明した方法により分析を行う

研究者にはどこの誰の試料かが分からないようにした上で、試料が使い切られるまで保管し

ます。 

     なお、将来、試料を研究に用いる場合は、改めてその計画書を「京都府立医科大学医学倫

理審査委員会」において承認を受けた上で利用します。 

    

(15) 費用負担に関する事項 

ここで行われる遺伝子治療臨床研究における遺伝子解析に関する研究については、必要な費

用は、京都府立医科大学泌尿器科の研究費から支払われますので、あなたが負担することは

ありません。また、交通費などの支給は行いません。 

 

(16) 試料等の提供は無償です 

      試料の提供に対しては報酬をお支払いいたしませんのでご了承願います。 

   

(17) 問い合わせ、苦情等の窓口の連絡先等について 

    この実施計画についてのお問い合わせ先は京都府立医科大学泌尿器科・腫瘍薬剤制御学

において受け付けております。 

   電話番号：075-251-5595（京都府立医科大学泌尿器科医局） 

   担当者名：髙羽 夏樹（京都府立医科大学腫瘍薬剤制御学・准教授） 

中村 晃和（京都府立医科大学大学院医学研究科 泌尿器外科学・助教） 

 

６ 説明者の氏名、所属及び捺印並びに説明を行った日時、場所 
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